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愛知みずほ大学短期大学部教授・管理栄養士　上原正子
発言３
要旨
　2012 年 11 月、愛知県内小学 5 年生を対象（n=1,226）に家庭の食事や学校給食、自己
意識について質問紙調査を実施した。その結果、家族との共食（朝食）の頻度が高い群は
少ない群に比べ食の時間はとても楽しいと感じていた。また、「いま、自分がどんな気持ち
なのか考える」「自分の気分がかわるとすぐに自分で気がつく」（私的自己意識）は男女と
も共食の頻度が高い群ほど少ない群より得点が高かった。家庭での共食の頻度の差は子ど
もの心の成長の一つの指標である自己意識の発達に影響を与えているようである。
　学校では給食の時間や食にかかわる教科の単元、あるいは食に関する特別活動の時間に
仲間と「共に食べる」「作って食べる」ことを子どもたちは体験する。学校での食事が家庭
の食事と最も違う点は多くの仲間と共に行う教育活動であるということである。家庭の共
食の「安心」に対し、学校の共食は「共生観」が養われるといわれている。子どもたちは
自分の嫌いなものをパクパク食べたり、全部残さず食べたりしている友だちを見て「おい
しそうだなあ」「ぼくも食べられるかもしれない」と思う心や自分と違う他者を認める心が
育つようである。現在、学校には豊かな体験の保証が求められてきている。これは子ども
の学力格差が体験量の差から生まれるという調査結果等から指摘されるようになった。学
校だからできることとして発達段階に応じた幅広い体験が期待されている。食に関わる体
験活動はその一翼を担うと考える。そしてこのような体験を活かすことにより、食物を大
切にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心を持ち、食文化や食にかかわる歴史等
を理解・尊重する心を持つことができるという食育の目標に近づくことができる。前述の
調査では、児童への調査以外に担任に給食に関し自由記述を依頼した。「共食の視点からど
学校で共食を重視した食育をどう進めたらよいか
			―愛知県内小学生調査から―
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んな工夫をされていますか」では、「会食形式」「マナー」「ルール」に関する内容がみられ
た。給食の時間の子どもの様子は「モリモリ食べている」の一方で、「食べるマナーが悪い」
「好き嫌いをはっきり言う」などの問題点が書かれていた。この点が学校における共食を重
視した食育、特に給食の時間の進め方のポイントではないかと考える。
学校関係者が共食で育つ子どもの発達があることを理解・意識することが必要である。本
シンポジウムでは調査からわかってきたことや共食の力を活かし「楽しく食べる」食育を
どう進めたらよいかを提案したい。
・公的自己意識とは自己の外面や他者に対する言動などに注意を向けやすい傾向のこと
・私的自己意識とは自己の内面や感情や気分等に注意を向けやすい傾向のこと
・児童の私的自己意識得点が高い傾向にある方が自己意識は発達しており、自分をよく
認識できるため、そうでない児童よりも対人不安傾向が低く、自己顕示欲求が強く、自
分に自信を持って行動できる。　　（それぞれ９項目の設問であることから 36 点が満点
である）
名古屋学芸大学健康・栄養研究所年報　第 6号　特別号　2014年
59
　私に与えられたテーマは「学校で共食を重視した食育をどう進めるのか」です。　約 15 分程度で、
私の考えを述べさせていただきます。
１　学校での共食は子どもたちにとってどんな意味をもっているのか
２　給食によって支援できる食育には何があるのか
３　共食を重視した食育をどう進めるのか
の順に話させていただきます。
　始めに「学校での共食は子どもたちにとってどんな意味を持つのか」についてです。
　学校給食は小学校や一部の中学校で毎日行われています。
　昨年 11 月に学校給食に関することや家庭の食
事について小学５年生を対象に調査をいたしまし
た。調査対象校は愛知県内にある３つの市、三河
地区で 1 市、尾張地区で 1 市、名古屋市に隣接
する１市に、5 年生対象数が 500 名程度になる
ようお願いし、学校の選定は市教育委員会にお任
せしました。対象数は 1,447 名でした。
　調査用紙に身長・体重を書き入れるようにした
ため、記入漏れや、全く誤ったと思われる数値が
記入してあるものを除いたところ、有効データー
は、1,230 名になりました。
　「給食の時間は楽しいですか」は「とても楽しい」
が 62.3% でした。これが「これくらい」と思われるか「少ない」と思われるか、みなさんはどのよ
うに考えられるでしょうか。
　また、「給食は毎日残さず食べている」子どもが「給食の時間はとても楽しい」と答えていること
がわかってきました。
図１
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　この調査では、家庭の食事の共食頻度と給食を食べようとする意欲等の関係性は、ほとんど見られ
ませんでしたが、家庭の食事調査の中の「食
事は健康に過ごすためにとても大切」と思っ
ている子どもは、「給食を残さないで食べるこ
とはとても大切」と思っていることがわかっ
てきました。
　学校給食は共食の時間です。特別活動に位
置づけられているように、子どもの成長を、
仲間との体験・交流から生じる力によって育
てようとする時間です。当番活動により、み
んなのために行うこと、上手に分配できたこ
とを実感できること、楽しく交流できることに
よって、給食という共食の時間を通して、他
者を思いやること、他者を認める力が育って
いきます。
次に「給食によって支援できる食育には何が
あるのか」についてです。
　文部科学省が示している学校での「食に関
する指導の目標」です。
「食の重要性」「心身の健康」「食品を選択する
能力」「感謝の心」「社会性」「食文化」の６項
目があります。
　目標を達成するために、具体的な教科、「家
庭科、技術・家庭科」「体育科、保健体育科」「特
別活動」の学習指導要領に「食育」が位置づ
けられました。
　給食にも学校給食法の中にこのような目標
があります。給食によって支援できる食育の
力としては、食育の目標だけでなく、３にあ
るような、「明るい社会性及び共同の精神」を
養うことも、身に付けることができる力です。
図４
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　学校には年間計画がありますが、そこに食育に
関連する教科の単元が書かれています。この教
科の単元が、どんな食育の力を育てるのかを書く
と、はっきりするのではないでしょうか。そして、
学校給食の目標も食育の目標に合わせて書き加え
ることによって、学校給食の指導内容がどの教科
と関連しているのかがはっきりしてくると思いま
す。
　学校では様々な食育が展開されていますが、給
食によって支援できる食育は、教科としっかり関
連させて行うことが効果を高める
と考えます。総合的な学習の時間
の取組と食育の日を設定して行っ
ている事例です。
　次に共食を重視した食育をどう
進めるのかです。
　共食を重視した給食を実施する
ことは、給食の目標である「明る
い社交性及び共同の精神」を養う
こととなり、食育の目標である「食
事の重要性、食事の喜び、食事の
楽しさを理解する」ことにつながると考えています。先ほ
どの調査結果では「給食を残さな
い」という子どもが、「給食は楽し
い」と答えていました。給食を残
さないことが共食の楽しさに影響
し、楽しく共食する工夫が給食を
残さないことにつながっていくと
考えられます。「みんなで食事をす
ることはとても楽しい」と思うこ
とができるような食環境づくりが
給食には必要です。
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そのためには、給食の指導内容として、子ど
もの成長に合わせたクラスのルールづくりが
必要であり、学年に応じた共食の重点を決め
ていくことが良いのではないかと提案します。
　先程の調査の時に、担任の先生へも質問し
ていますが、「給食の時間には、共食の視点か
らどんな工夫をしていますか」については、
グループ会食などの雰囲気づくりをしている、
食事のルールづくりをしている、食事の基本
的なマナーに気をつけているなどの回答がみ
られました。
　また、給食の時間の子どもたちの様子については、「グループで食事をすることで、行事の話や遊
びの話などたくさんの会話が聞かれ絆が深まっていると感じている」「好き嫌いが思っていたより少
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なく、また、男女ともごはんをたくさん食べて
います」などの、良い様子だけでなく、「食のマ
ナーが悪い」21 名、「好き嫌いが多い」15 名、「平
気で残す」9 名おり、その様子が書かれていまし
た。共食には、これらを改善する工夫が必要です。
　子どもたちの発達を考えると、学年ごとの共
食の視点が必要だと思います。給食時間をみん
なで食べることが楽しいという共食の時間にす
るために、低学年は楽しい食事に必要な基本的
マナーやルールを支援し、しっかり身に付けさ
せる、中学年は給食を残さず食べる意欲を促すこ
とを重点とし、高学年は食に関する様々な知識を
知ろうとする好奇心を伸ばすように支援するとい
う、重点目標を持って指導にあたることが必要に
なってきていると思います。
　先程の食のマナーが悪いという先生の意見の中
には、「家庭での食事の習慣であることから指導
できない」というものがいくつか見られていまし
た。学校内で共食に必要なものとして、先生方の
共通理解が図られれば、家庭へ発信することがで
き、家庭の食事の在り方がかわるかもしれません。
　先の調査では、家庭での共食の頻度が子ども
の心の発達に関係していることが見えてきました。朝ごはんを家族の誰かと一緒に食べることが多い
子どもは、食事の時間をとても楽しいと感じているということがわかり、朝ごはんを家族の誰かと一
緒に食べることが多い子どもは、子どもの心の発達の尺度といわれている私的自己意識が高いことが
解ってきました。
　学校ではいろいろな食育が展開されていますが、共食の視点から、学校給食を見直す、食育を見直
すことを提言させていただいて、私のお話を終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。
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1972 年 6 月から愛知県津島市教育委員会の学校給食担当栄養士として勤務。1996 年 4
月からは愛知県教育委員会において県内学校給食の行政、学校における食育推進に携わる。
2008 年 4 月から愛知みずほ大学短期大学部に勤務し、栄養指導論、給食経営等を教える
と共に、県内栄養教諭の研修に参加している。
上原正子　略歴
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